
プログラミングに挑戦してみる！

文具や教材などを寄付する！

B.LEAGUE Hope は持続可能な開発目標 (SDGs) を支援しています。

世界では約 5,900 万人の子どもが小学校に通えない

日本の教育の課題

Bクラブマスコットと一緒に

福島ファイヤーボンズ「ボンズくん」

越谷アルファーズ
「アルファ マン」

日本ではほとんどの子どもが小中学校に通っていますが、
世界では約 12 人に 1 人が小学校に通えず、その数は約 5,900 万人にも及びます。
このような子どもたちは家庭が貧しいために小さい頃から働かなければいけなかったり、
紛争などが原因で学校に通えなくなる子どももいます。
大人になって収入を得るために必要な知識や技術、能力を身につけることができなければ、
安定した収入が得られる仕事に就くことができない可能性も高くなり、貧しさから抜け出すことも難しくなります。

日本では、親の収入が少ない子どもが学びの機会を失う「教育格差」が深刻です。
経済的理由から塾や習い事ができず、他の子どもたちに比べて学びの機会が少なくなってしまうのです。
いじめなどによる不登校生徒の増加も、日本の教育における課題となっており、
令和に入りその数は減少しているものの、全国で約 20 万人の小中学生が学校に通うことができていません。
また、グローバル化や情報化、昨今の新型コロナウイルス感染症の影響もあり、情報技術の活用も重要だと言えます。
日本では、2020 年から学習指導要領が変わり、小学校での英語教育やプログラミング教育が必須になったりと、
文部科学省をはじめ様々な企業が、子どもたちが新しい時代へ対応するための「生きる力」を育む教育が進められています。
質の高い教育を受けることは、子どもの可能性を最大限に開き、将来豊かな暮らしをしていくためにも非常に重要な項目です。

私たちができることは？

１
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学習支援のボランティアに参加する！3

4SDGs の目標：

質の高い教育を
みんなに

Bリーグのクラブでも様々なことに取り組んでるよ！※テキストをクリックすると記事がご覧いただけます。

「ルーク」

アルバルク東京 琉球
ゴールデンキングス

「ジャンボくん」

千葉ジェッツ

こどもたちへの
絵本制作・寄贈プロジェクト

仙台 89ERS

【NINERS HOOP】
空飛ぶ絵本プロジェクト

ドリームスタディドリルを
沖縄市内の小学校に寄贈

【ALVARK Will】
「アルバルク東京
算数ドリル」を
東京都内の公立小学校に無料配布

「ゴーディー」

B.Hope では、子どもたちが参加出来る
「プログラミングチャレンジ」を実施したよ！
ANA x B.LEAGUE Innovation Festa
プロチャレ！ supported by 富士通

「ティナ」

新潟アルビレックスBB
「アルード」

https://www.springin.org/jp/ana-bleague-innovation-festa/?utm_source=special_hope&utm_medium=referrer&utm_campaign=bleague
https://www.bleague.jp/all-stargame2022/b-hope/programming-challenge/
https://www.89ers.jp/lp/2021niners-sdgs/
https://chibajets.jp/report/detail/id=20788
https://www.alvark-tokyo.jp/news/detail/id=16801
https://goldenkings.jp/news/detail/id=16528



